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問題 1	 (pp.3-7)	 	 ／	 Question 1	 (pp.3-7) 
 

 

1. 図 1は地球水循環の全体像であり、主要な水貯留量と年間の水移動量の推定値を示
したものである。図 1の情報に基づき、以下の問 1-1 から問 1-4 に答えよ。 

 
1-1 地球の主要な水貯留量全体のうち、河川および湖沼の水貯留量の割合は何パー

セントか、有効数字 2桁で求めよ。 
 

1-2 海洋、大気、および陸の 3 者の間で、1 年間に移動する正味の水の量と向きを
答えよ。 

 
1-3 地球における水移動の全体像について、関係するすべての数値を用いながら、

わかりやすく解説せよ。 
 

1-4 理論上、人々が持続的かつ最大限に利用可能な１年当たりの水の量はいくらと
考えられるか。 

 
 

2. 日本の工業用水に関する図 2から図 4の情報に基づき、以下の問 2-1 から問 2-3 に
答えよ。 

 
2-1 2009年に着目し，以下の（	 a	 ）および（	 b	 ）に当てはまる数値および単位を

答えよ。 
「工業用水の年間淡水使用量は（	 a	 ）である。工業用水においては一度使用

した水を再利用する回収利用が進んでいるので、河川水や地下水等から新たに

取水する年間の淡水補給量は（	 b	 ）である。」	 

 
2-2 1985年において、淡水使用量が最も多い業種Ｄについて、図３および図４から

その工業用水の回収率を有効数字 1桁で求めよ。 
 

2-3 近年において淡水使用量の多い上位３つの業種Ｄ、Ｈ、Ｃについて、図２から
図４の全ての図を引用し、次のキーワードを全て用いて、それらの特徴を説明

せよ。キーワードには下線を付すこと。 
キーワード：経年変化、淡水使用量、淡水補給量、回収率 
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1. Figure 1 shows the global hydrological cycle, including estimates of the main water 

reservoirs and the annual flow of moisture through the system. Answer the following 
questions 1-1 through 1-4 on the basis of the information in Figure 1. 

 
1-1 What is the ratio of the water storage in rivers and lakes against the global water storage? 

Answer it in percent with two significant digits. 
 
1-2 Answer the volumes and directions of the annual net water flows among the ocean, 

atmosphere and land. 
 
1-3 Give a clear explanation about the global water exchanges using all the related numerical 

values. 
 
1-4 What is the annual maximum amount of water that can be theoretically and sustainably 

used by humans? 
 
 
2. On the basis of Figure 2 to 4 related to industrial water use in Japan, answer the following 

questions 2-1 through 2-3. 
 

2-1 Focusing on the year 2009, put appropriate numerical values with their units in the 
following blanks （	 a	 ）and（	 b	 ）. 
“The annual amount of industrial freshwater use is （	 a	 ）.	 Due to advances in 
recycling of industrial water, the annual freshwater replenishment (the annual amount of 
water taken in newly from rivers and groundwater ) is （	 b	 ）.” 

 
2-2 Using Figures 3 and 4 in 1985, determine the recycling ratio of	 industrial water on 

Industry D with the largest freshwater usage in one significant digit. 
 
2-3 Using all Figures 2 to 4, explain the features of Industries D, H, and C which result in 

the top three large freshwater usage, using all the following keywords. Keywords should 
be underlined in the text of the answer. 
Keywords: inter-annual variation, freshwater use, freshwater replenishment, recycling 
ratio. 
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語注：water vapor: 水蒸気、precipitation: 降水、evaporation: 蒸発、transpiration 蒸散、 
	 	 	 percolation: 地中浸透、permafrost: 永久凍土層、moisture: 水分、vegetation: 植生 

	 

図 1：地球水循環の模式図。主要な水貯留項目と水貯留量の推定値（直立体フォント、

単位[103 km3]）および年間の水移動の推定値（斜体フォント、単位[103 km3/yr]）。	 
Figure 1: A schematic diagram of the global hydrological cycle. Items and estimates of the 

main water reservoirs are given in plain font in [103 km3], while the annual flow of 
moisture through the system are given in italic (slanted) font in [103 km3/yr]. 

 

原図は著作権法上の理由からウェブに掲載できませんので、下記の出典箇所を参照するか、本専攻の受

付で閲覧してください。 

The original figure cannot be placed on the WWW for reasons of copyright law. Please refer to the 
following source, or view the original print at the reception room of the department. 
 
出典 (Source)： 
K.E. Trenberth, L. Smith, T. Qian, A. Dai and J. Fasullo, “Estimates of the global water budget and its annual 

cycle using observational and model data,” J. Hydrometeorology, Vol. 8, pp.758-769, 2007. Fig.1 (modified) 

http://journals.ametsoc.org/doi/pdf/10.1175/JHM600.1 
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図 2：日本における工業用水使用量等の経年変化 

Figure 2: Inter-annual variation in industrial water use and the like in Japan. 
 
 
 

 

 
図 3：日本の工業の業種別淡水使用量の経年変化 

Figure 3: Inter-annual variation in freshwater use of each category of industry in Japan. 
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図 4：日本の工業の業種別淡水補給量の経年変化 

Figure 4: Inter-annual variation in freshwater replenishment of each category of industry in 
Japan. 

 
 
 
出典 Sources 
図 1 (Figure 1)： 
K.E. Trenberth, L. Smith, T. Qian, A. Dai and J. Fasullo: Estimates of the global water budget 
and its annual cycle using observational and model data, J. Hydrometeorology, Vol. 8, pp. 
758-769, 2007 (partially changed). 
図 2、図 3、図 4： 
「国土交通省水管理・国土保全局水資源部．平成 24年版日本の水資源について，2012」
を一部改変 
Figures 2, 3 and 4: 
Water Resources Department, Water and Disaster Management Bureau, Ministry of Land, 
Infrastructure, Transport and Tourism: Water Resources in Japan, 2012 (partially changed). 
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問題 2	 (pp.8-14)	 	 ／	 Question 2	 (pp.8-14) 
 

	 

	 次の文章を読み、以下の問（１）から（３）に、指定された字数内（句読点も含む）

で答えなさい。なお、この問題に英語で解答したい場合は、解答用紙を罫線のものに交

換しても構いません。その場合は、手を挙げて試験監督に知らせてください。 
（１）著者が指摘した、現代の西洋社会において、高齢者にとってふさわしくない生活

環境の例を３つあげよ（200字以内）。 
（２）高齢者への対応はどうあるべきかに関して著者の提案を要約して説明せよ（400

字以内）。 
（３）下線（ア）「ふたつのエピソード」は、著者が何のために示したと考えられるか

を説明せよ（200字以内）。 
 
 

	 過去 100年、現代の西洋社会の高齢者の地位は劇的に、そして矛盾を抱えながら変化
してきた。手短にいうと、そういうことになってしまうが、この変化の結果が高齢者問

題という難問なのである。そして、それはすなわち、現代社会の悲惨な一面なのであり、

現在、われわれが依然として取り組みつつある問題なのである。現代という時代は、人

類史上かつてないほどに、人が長生きするようになり、高齢者の健康状態が向上し、高

齢者を養うだけのゆとりを社会が持てるようになった時代である。しかし、その半面、

現代という時代は、高齢者が社会に提供可能だった伝統的価値の大半が失われ、健康な

のに哀れな老後を過ごす高齢者が多くなってしまった時代である。本書の読者のなかに

も、このような問題にすでに直面している方がおいでになるかもしれない。年老いたご

両親の高齢者問題について考えたことがあるかもしれないからである。今後、高齢にな

っていくかもしれない読者もまた、このような問題に直面なさることだろう。そのとき、

われわれは、この問題に対して、何ができるのだろうか。以下は、私の個人的な観察に

もとづく提案である。もちろんこれでこの大問題がすべて解決できる、との思いが私の

心にあるわけではない。 
	 私の提案のひとつめは、祖父母としての伝統的役割の重要性の再認識と、その役割の

復活である。第二次世界大戦以前の時代、アメリカやヨーロッパにおいて、出産可能年

齢の女性の大半は家庭で育児をしていた。ところがここ数十年、家庭の外で仕事を持つ

女性が増加しつつある。それは、自分自身の興味を満たすための選択かもしれない。経

済的な必要性に迫られての選択かもしれない。あるいはその両方の理由があっての選択

かもしれない。いずれにせよ、家庭外で働く女性が増え、その結果、若い親の多くが経

験しているおなじみの保育問題が浮上してきたのである。 
	 このような状況で、祖父母の力を借りることができれば、現代の共働き夫婦が抱える

保育問題の解決の一助になる可能性がある。自分の孫の子守りであれば祖父母のモチベ

ーションは高い。子守りは子育てで経験ずみである。一対一で子どもの面倒をみてくれ

原問題文は著作権法上の理由からウェブに掲載できませんので、下記の出典箇所を参照するか、本専攻

の受付で閲覧してください。 

 
出典： 
ジャレド・ダイアモンド著（倉骨彰訳）, 『昨日までの世界―文明の源流と人類の未来』上巻, 日本経

済新聞出版社, 2013, pp.400-406（一部改変）	 
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る。もっとよい仕事がみつかったからといって、途中で子守りを投げ出して，転職して

しまうこともない。無給であっても大喜びである。給料やボーナスについての不満とは

無縁である。私の友人のなかにも、退職後、子守りじじや子守りばばになった人がいる

が、それらの人々の職歴は、元医師、元弁護士、元教授、元重役、元技術者など、じつ

に多彩である。それらの人々はみな、仕事を持っている娘や息子、義理の息子、義理の

娘に代わって、孫の世話をときどき引き受けては、喜んで子守りに励んでいるのである。

クン族（南部アフリカのカラハリ砂漠に住む狩猟採集民族）の社会では、祖父母は野営

地で孫の世話をし、自分の子ども（孫の親）が狩りや食物採集に気兼ねなくいけるよう

に協力している。私の友人たちも、孫の子守りを引き受け、まさに、クン族の祖父母た

ちと同じ役回りを引き受けているのである。これは、祖父母にとっても、両親にとって

も、そして子ども（孫）たちにとっても、すべての当事者にとって喜ばしい、ウィン・

ウィンの状況なのである。ただ、老婆心ながら、ひと言注意を申し上げておく。最近の

夫婦は、子どもを持つ時期が遅くなっていて、30代、夫婦によっては 40代初めになる
まで子どもをもうけようとしない傾向がみられる。祖父母になる年齢も 70代後半から
80 代初めになる可能性があり、幼い孫の子守りを一日中務めるスタミナは残っていな
いかもしれない。 
	 私の提案のふたつめは、急速な技術革新と社会的変化への対応にかかわる提案である。

実際、急速な技術革新と社会変化は、技術やスキル面において、高齢者の利用価値を減

少させる傾向にある。しかし、広い意味で捉えると、このような変化があるがゆえに、

高齢者の経験の利用価値が高まるともいえるのである。高齢者は、現在よくある状況と

はまったく異なる状況を実体験しており、その対応法を記憶しているからである。将来、

万が一、そのような状況が再度訪れ、若い人に対処するための知識がなければ、そのと

きに高齢者が役に立つのである。この意味において、われわれの社会の高齢者たちも、

存在価値的には、レンネル島でフンギケンギ（1910 年に発生した破壊的サイクロン）
を生き延びた 80歳の老女と何ら変わりはないのである。食料不足になったときにどの
果物なら食べられるかという知識は、社会が平時であれば、とくにこれといった価値を

有さない、風変わりな情報にすぎないかもしれない。しかし、もう一度フンギケンギに

襲われたとき、それに対処する方法を知っているのはその老婆だけなのである。高齢者

の記憶に価値をみいだす。そのような例はそれこそ無数にある。そして、以下に、私自

身の経験から（ア）ふたつのエピソードを紹介しておく。 
	 私が紹介するひとつめのエピソードは、1902 年生まれの大学教授で、私の指導教官
だった人にまつわるものである。1956 年にその教授が私に語ってくれたのは、教授の
昔の記憶、つまり、移動手段が馬車から自動車へ変わっていくのを目にしたときの記憶

である。その時代に、アメリカの都市部で成長した人々が感じていたことについて、そ

の老齢の教授が自分の記憶にあることを私に教えてくれたのである。その当時、私の指

導教官をはじめ、同年輩の人々は、この移動手段の変化をおおいに歓迎したそうである。

町から馬糞が消え、町が清潔になる、と思われたからだそうである。馬のひづめの騒々

しい音も消え、町が静かになると思われたからだそうである。もちろん、車がもたらし

前ページからの続き 
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たのは、清潔な町でもなければ、静かな町でもない、大気汚染と騒音の町だった、とい

う事実を後知恵的に知っている、いまの時代のわれわれからみれば、当時の人々の発想

が愚かに思える。しかし、われわれは、この老教授の記憶から、大きなメッセージを受

け取ることもできるのである。それは、技術革新はつねに、当初期待されたメリットに

加え、予想外の問題をももたらし得るということである。 
	 もうひとつのエピソードは、86 歳の元海兵隊員の記憶にまつわるものである。その
人は、当時 22歳の私の息子ジョシュアと私が夕食をしにいったホテルで、私たちとテ
ーブルをともにした人であり、1943年 11月 20日、日本軍の激しい反撃に抗しながら、
太平洋南西部のタラワ環礁の浜辺にアメリカ軍が猛攻をかけたときの話を、みずから私

たちにしてくれた人である。タラワの戦いは、第二次世界大戦のなかでも最大級の激戦

となった陸海共同上陸作戦のひとつだった。それは、タラワ環礁の 0.5平方マイル（約
1.3平方キロメートル）にも満たない地域において、わずか三日のうちに、1,115人のア
メリカ人兵士が戦死し、4,601人の日本軍のうちの 19人を除く全員が殺されてしまった
戦いだったのである。私は、タラワの戦いについての話を、その戦いに実際に参加した

人から直接聞かされたのは、そのときが初めてだった．そして、私はそのとき思ったの

である。息子のジョシュアには、このような恐ろしい体験を絶対にさせたくない、と。

しかし、ジョシュアや彼の同世代の人々もまた、65 年以上前に起きた最後の世界大戦
のようすを、高齢の生存者の記憶から学ぶことができれば、彼らもその知識をもとに母

国のためによりよい選択をできるかもしれないのである。現在、高校によっては、高齢

者と高校生が一堂に会し、高齢者に昔の話を聞かせてもらう対話集会が開催されている。

高校生が、高齢者の実体験の話のなかから、何かの教訓を学ぶことが期待されているわ

けであるが、前記のふたつのエピソードはまさに、そのような対話集会が持たれる理由

を如実に物語るものである。 
	 さて、最後になったが、私の三つめの提案は、加齢にともなう心身の変化、心身の強

みと弱みの変化を理解し、いかにうまく活用するかにかかわる提案である。このように

複雑で広範囲におよぶ変化について、きちんとした証拠も示さずに、十把一絡げ的な概

括論を述べるリスクをあえて冒すが、傾向として、加齢とともに下降する心身の属性に

は、以下のようなものがある、熱意、競争心、体力および持久力、集中維持力、問題解

決のための論理的思考の構築力（したがって、DNA 構造や純粋数学理論にかかわる問
題の研究は、40歳以下の学者に任せたほうがよい）。もちろん、心身の属性のなかには、
加齢とともに向上するものもあり、それらは以下のようなものである、専門分野にかか

わる知見や経験、人間や人間関係についての理解力、自分のエゴを抑えて他人を助ける

力、多面的知識データベースが関与する複雑な問題の解決のための学際的思考の組み合

わせ力などである（したがって、種の起源に関する研究、生物地理学的分布に関する研

究、比較歴史学に関する研究などは、40歳以上の学者に任せたほうがよい）。このよう
に、加齢にともなう心身の変化のおかげで、高齢者のなかには、管理や監督といった業

務で力を発揮する道を選んだり、助言を与える立場を選択したり、教育者になったり、

戦略の立案や取りまとめをしたりといった仕事で頑張る人々も多い。たとえば、農業が

前ページからの続き 
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仕事の私の 80歳代の友人は、馬やトラクターでの農作業の時間を削り、農業ビジネス
にかかわる意思決定を戦略的に展開するための時間を増やしている。私の高齢の弁護士

の友人は、法廷での仕事を減らし、そのぶん若い弁護士の指導に時間をあてている。ま

た、私の高齢の外科医の友人は、時間のかかる複雑な手術の執刀を減らし、そのぶん若

い医師の訓練や教育に時間をあてている。 
	 社会全体としてなすべきことは何だろうか。それは、高齢者に若い労働者と同じこと

をさせ、週 60時間労働をつづけさせることではない。一定の年齢になったら強制的に
退職させるという愚かな政策を押しつけることでもない（残念ながらヨーロッパではい

まだにこの方法が広く実践されている）。社会全体としてなすべきことは、高齢者が得

意とし、かつ、やりたい仕事を高齢者にまかせることである。そして、高齢者自身が考

えるべきことは、自分をみつめなおし、自己の変化を認め、自分にいまある才能が活用

できる仕事をみつけることである。ここで私は、偉大な音楽家の例をふたつ紹介してお

きたい。ふたりはともに誠実な人柄だった。そして、歳を取って、どのような音楽がつ

くれるようになったか、もしくは、つくれなくなったかについて率直に述べている。オ

ペラの台本作家であるシュテファン・ツヴァイクは、作曲家のリヒャルト・シュトラウ

スが 67歳のときに初めて会ったが、そのときのことをこう書き残している。「シュトラ
ウスは会って一時間もしないうちに、70 歳になろうという彼には、もう昔のような音
楽的なひらめきがないことを率直に認めた。彼はこういった。もう『テイル・オイレン

シュピーゲルの愉快ないたずら』や『死と変容』のような交響詩［いずれも 20代から
30 代のときのシュトラウスの代表作］は書けないのです。純粋な音楽は、過激なほど
の創造的新鮮さを必要とするのです。」しかし、シュトラウスはいまだに状況や言葉か

ら音楽的ひらめきを感じることがあり、そこから自然発生的に音楽的テーマが浮かんで

くるので、ドラマチックな音楽にすることができるといった。そのかわり、84 歳のと
きに作曲した最後の、そして彼の代表作のひとつである管弦楽伴奏歌曲集「四つの最後

の歌」では、迫りくる死を予感させる、秋めいた落ち着いた雰囲気が醸しだされている。

気取りのない豊かな楽器編成のなかに、58 年前の自分の音楽が引用されている。そし
て、もうひとりの例は作曲家のジュゼッペ・ヴェルディである．ヴェルディは、54 歳
で作曲した「ドン・カルロス」と 58歳で作曲した「アイーダ」というグランド・オペ
ラで音楽家としてのキャリアに幕を引くつもりだった。ところが、楽譜出版業者からあ

とふたつ作品を発表するよう説得され、74歳のときに「オテロ」、80歳のときに「ファ
ルスタッフ」を作曲している。これらは彼の代表作といわれることも多いが、若いころ

の作品より中身が凝縮し、簡潔で、繊細なスタイルになっている。 
 
（出典：『昨日までの世界（上・下）―文明の源流と人類の未来』（ジャレド・ダイアモ

ンド著、倉骨 彰訳、日本経済新聞出版社、2013年、一部改） 
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Read the following text and answer the questions (1) through (3), within the specified 

number of words. If you want to answer these questions in English, you may use answer sheets 
with ruled lines. If so, please let the supervisor know by raising your hand. 
(1) Show three examples of inappropriate living conditions for elderly people in modern 

Western societies (within 120 words). 
(2) Summarize the author’s proposals for what to do with older people (within 240 words). 
(3) Concerning the underlined part (i) “two vignettes”, explain the reasons why the author 

mentioned them (within 120 words).    
 
 
In short, the status of old people in modern Western societies has changed drastically 

and paradoxically within the last century. We are still grappling with the resulting problems, 
which constitute a disaster area of modern life. On the one hand, people live longer, old people 
enjoy better physical health, and the rest of society can better afford to care for them than at any 
previous time in human history. On the other hand, old people have lost most of the traditional 
usefulness that they offered to society, and they often end up socially more miserable while 
physically healthier. Most of you readers of this book will face or already have faced these 
problems, either when you have to figure out what to do with your own aged parents, or when 
you become old yourself. What can we do? I shall offer a few suggestions from my personal 
observations, without pretending that they will solve this huge problem. 

One suggestion involves a renewed importance of the traditional role of old people as 
grandparents. Until the Second World War, most American and European women of 
child-bearing age remained home and took care of their children. In recent decades young 
women have increasingly joined the workforce outside their homes, motivated by interest, 
economic necessity, or both. That creates the problem of child care familiar to so many young 
parents. While they attempt to cope by various combinations of baby-sitters and day-care 
facilities, difficulties with the reliability and quality of those expedients are common. 

Grandparents offer advantages for solving the baby-sitter problem for modern working 
couples. Grandparents are highly motivated to care for their own grandchildren, experienced 
from having raised their own children, able to give quality one-on-one undivided attention to a 
child, unlikely to quit on short notice for a better job, willing to work for no pay, and not prone 
to complain about pay or bonuses. Within my own circle of friends are grandfathers and 
grandmothers retired from many work backgrounds—physicians, lawyers, professors, business 
executives, engineers, and others—who love being regular care-givers for their grandchildren, 
while their daughters, sons, sons-in-law, and daughters-in-law hold jobs outside the house. 
These older friends of mine have taken on roles equivalent to those of !Kung grandparents 
minding grandchildren in camp, freeing up their own children to go off hunting antelope and 
gathering mongongo nuts (The !Kung are a Bushman people living in south part of Africa). It's 
a win-win situation for everyone involved: for the grandparents, the parents, and the child. But I 
must add a cautionary note: now that married couples often wait until their 30s or even their 
early 40s to become parents, the grandparents in turn may be in their late 70s or early 80s, and 
losing the stamina required to keep up with a young child all day long. 

The original text cannot be placed on the WWW for reasons of copyright law. Please refer to the 
following source, or view the original print at the reception room of the department. 
 
Source: 
Jared Diamond, The World Until Yesterday: What Can We Learn from Traditional Societies? Allen Lane, 2012, 

pp.236-240, (extracted and modified) 
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A second suggestion involves an upside to rapid technological and social change. While 
that change tends to make the skills of the elderly obsolescent in a narrow sense, it also makes 
their experience valuable in a broader sense, because that experience encompasses conditions 
unlike those prevailing today. If similar conditions should recur in the future, today's young 
adults will lack personal knowledge of dealing with them. Instead, the people with the most 
relevant experience may be the elderly. Our elderly are like the 80-year-old Rennell Island 
woman whom I met, survivor of the island's hungi kengi (the catastrophic cyclone of 1910), 
whose knowledge of which fruits to eat under starvation conditions may seem useless and 
quaint—until the next hungi kengi strikes, when she alone will know how to cope. 

Out of innumerable other possible examples illustrating that value of the memories of 
the elderly, I shall mention (i)two vignettes from my own experience. First, the professor who 
was my tutor at college was born in 1902. I recall him telling me in 1956 how it felt to be 
growing up in an American city while horse-drawn transportation was being replaced by motor 
vehicles. My tutor and his contemporaries were at the time delighted by the change-over, 
because they saw that cars were making the city much cleaner (!) and quieter (!!), as horse 
manure and the clickety-clack of horses' hooves against the pavement disappeared from the 
streets. Today, when we associate motor vehicles with pollution and noise, my tutor's memories 
seem absurd, until we think of the broader message: technological change regularly brings 
unanticipated problems in addition to its anticipated benefits. 

My other vignette took place when my then-22-year-old son Joshua and I discovered 
that our dinner companion at a hotel one evening was an 86-year-old ex-marine who had 
participated in (and was willing to talk about) the American assault on the beaches of Tarawa 
Atoll in the Southwest Pacific Ocean on November 20, 1943, against ferocious Japanese 
resistance. In one of the most fiercely contested amphibious landings of the Second World War, 
within three days and within an area of less than half of a square mile, 1,115 Americans and all 
except 19 of the 4,601 Japanese defenders were killed. I had never heard the story of Tarawa's 
horrors first-hand, and I hope that Joshua will never experience such horrors himself. But 
perhaps he and his generation will make better choices for our country if they have learned 
from survivors of the last world war over 65 years ago what it was like. These two vignettes 
illustrate why there are programs bringing together elderly people and high school students, for 
the students to hear and learn from vivid accounts of events that may prove to hold lessons for 
them. 

My remaining suggestion is to understand and make use of the changes in people's 
strengths and weaknesses as they grow older. At the risk of overgeneralizing about a vast and 
complex subject without presenting supporting evidence, one can say that useful attributes 
tending to decrease with age include ambition, desire to compete, physical strength and 
endurance, capacity for sustained mental concentration, and powers of novel reasoning to solve 
circumscribed problems (such as the structure of DNA and many problems of pure mathematics, 
best left to scholars under the age of 40). Conversely, useful attributes tending to increase with 
age include experience of one's field, understanding of people and relationships, ability to help 
other people without one's own ego getting in the way, and powers of synthetic interdisciplinary 
thinking to solve complex problems involving multifaceted databases (such as the origin of 
species, biogeographic distributions, and comparative history, best left to scholars over the age 

Continued from the previous page 
 
 



 

 ‐１４‐ 

of 40). These shifts in strengths result in many older workers choosing to devote more of their 
efforts to supervising, administering, advising, teaching, strategizing, and synthesizing. For 
instance, my farmer friends in their 80s spend less time on horseback and on tractors, more time 
making strategic decisions about the business of farming; my older lawyer friends spend less 
time in court, more time mentoring younger lawyers; and my older surgeon friends spend less 
time doing long or complex operations, and more time training young physicians. 

The problem for society as a whole is to use older people for what they are good at and 
like to do, rather than requiring them to continue to put in the 60-hour work weeks of ambitious 
young workers, or else going to the opposite extreme of stupidly imposing policies of 
mandatory retirement at some arbitrary age (as remains regrettably widespread in Europe). The 
challenge for older people themselves is to be introspective, to notice the changes in themselves, 
and to find work utilizing the talents that they now possess. Consider two examples involving 
great musicians, both of them introspective honest people who spoke openly about what types 
of music they could or couldn't write in their old age. The composer Richard Strauss's opera 
librettist, Stefan Zweig, described their first meeting, when Strauss was already 67 years old: 
"Strauss frankly admitted to me in the first hour of our meeting that he well knew that at 70 the 
composer's musical inspiration no longer possesses its pristine power. He could hardly succeed 
in composing symphonic works like Till Eulenspiegel and Tod und Verklärung [his 
masterpieces of his 20s and 30s] because pure music requires an extreme measure of creative 
freshness.'' But Strauss explained that he still felt inspired by situations and words, which he 
could still illustrate dramatically in music, because they spontaneously at age 84, and one of his 
greatest achievements, was his Four Last Songs for Soprano and Orchestra, with a subdued 
autumnal mood anticipating death, unostentatiously rich orchestration, and quotations from his 
own music of 58 years earlier. The composer Giuseppe Verdi intended to end his musical career 
with his sprawling grand operas Don Carlos and Aida, written respectively at ages 54 and 58. 
However, Verdi was persuaded by his publisher to write two more operas, Otello at age 74 and 
Falstaff at age 80, often considered his greatest works, but in a much more condensed, 
economical, subtle style than his earlier music. 

 
 (Source: Adapted in part from The World Until Yesterday: What Can We Learn from 
Traditional Societies? by Jared Diamond, Allen Lane, 2012) 
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